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       津田小だより特別号           　　　　　                               　　　　　　 　令和６年３月１２日 

  　　　　　　　　　　　　　 学校教育アンケートについて 　　 　 　　　  津 田 小 学 校 
                                                                 　　　   
　令和５年度も残すところ，あとわずかとなりました。日頃は，本校教育にご理解とご支援を賜り，厚くお礼申しあげます。

 子どもたちは，自分の目標を決め，学習，生活にとしっかり取り組み，新年度への準備を着実に進めているところです。
　保護者の皆様には，本年度も学校教育に関するアンケートにご協力をいただきありがとうございました。ここに，学校自己
評価（児童，保護者）の結果及び考察しましたことをお知らせします。今年度の評価結果から，学校の教育活動を検討し，指

 導内容・方法の工夫改善を図り，子どもたちが生き生きとした学校生活を送れるように努めてまいります。
 

学校教育に関する児童アンケート結果 
１．児童アンケート調査結果 

　Ⅰ学校や先生のこと 
・学校生活及び行事について，肯定的な回答割合は９０％以上となっている。特に，「よくあてはまる」と答えた割合は

６５％以上と高い。本年，児童理解をこれまで以上に進め，すべての子どもが楽しいと答えられることを目標に取り組
んできたが，さらに，発達段階を見取り，学習・生活・仲間へのアプローチを分析・検討し，重点の見直しを図りたい。 

・授業については，約８８％が肯定的に答えているが，さらに，「よくあてはまる」割合が高まるよう学習活動の充実と
 ともにわかる楽しみを実感させていきたい。

・「ルール・マナー，人権」への取組について，「よくあてはまる」と答えた割合は約７８％と高く，今後も，学校のル
 ール・マナーを含め規範意識の醸成に努めたい。

・「児童理解」については，約９３％が肯定的に答えている。子どもたちの少しの変化にも気を配り，安心して生活でき
 るような場づくりに努め，信頼関係を築いていく必要がある。

 
　Ⅱ自分のこと 

　　・肯定的に答えた児童の割合が８０％以上の項目が１２項目あり，かなり高い評価結果となっている。しかし，「忘れ物」
　　　「発表」については，さらなる取組が必要と考える。「忘れ物」については，学習意欲が低下することも考えられ，自
　　  ら忘れ物をしないように取り組んでいけるような働きかけが必要である。「発表」については，昨年度よりも約８％向
       上したが，タブレット等も活用しながら表現活動を充実させ，コミュニケーション力の育成に努めたい。
    ・学校生活における友達とのかかわりでは，今年度の人権教育研究大会のテーマである「仲間づくり」の成果が表れきた
      と考えられる。「仲よく」は，約７１％が「よくあてはまる」と答えており，その他の項目と比較して高い結果となっ
　　　ている。また，「協力」が約６１％，「親切」約５７％と高い割合となった。今後も具体的な行動をほめることによっ
　　　て一人一人の自己肯定感を育み，さらなる実践力を身に付けさせたい。 

・体づくり（体力・給食）の項目については，「よくあてはまる」と答えた割合は高く，自己管理を啓発してきた取組の
成果と考える。今後も，健康づくりの認識を高め，家庭と連携した体力づくり・食育を推進したい。 

・今年度から，項目に加えたタブレットの使い方に関しては，９０％以上がある程度理解していると思われる。今後も継
続した指導を行っていきたい。 

・自分のことの評価に，「ほとんどあてはまらない」と回答した割合が数％ある。この割合を見逃すことなく，基本的生
活習慣をはじめ，規範意識，関わり等社会性を身に付けていけるよう，常時活動の充実はもとより，仲間づくりを進め，
家庭との連携も一層推進していくことが重要と考える。 
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学校生活は、楽しい。

学校の行事は、楽しい。

授業（勉強）は、よくわかる。

先生方は、ルールやマナー、人の権利の

ことをしっかりおしえてくれる。

先生方は、あなたのことをわかってくれている。

学校や先生のこと

Ａよくあてはまる Ｂややあてはまる Ｃあまりあてはまらない Ｄほとんどあてはまらない
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自分から進んで、あいさつをしている。

友達となかよくして、学校生活を楽しくしている。

きまりや約束ごとを守って生活するようにしている。

みんなと協力し、活動に取り組んでいる。

学級や学校の仕事を、自分から進んで取り組んでいる。

友達が困ったり、悩んだりしているときに親切にできている。

授業中、先生や友達の話をきちんと聞けている。

授業中、進んで発表している。

元気いっぱい過ごして、健康づくりや体力づくりをしている。

給食は、好き嫌いしないで、できるだけ残さず食べている。

交通ルールを守って、生活している。

宿題など、忘れ物はほとんどしない。

おうちの人と、毎日いろいろなことについてお話をしている。

タブレットの使い方がわかる。

自分のことについて

Ａよくあてはまる Ｂややあてはまる Ｃあまりあてはまらない Ｄほとんどあてはまらない
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学校教育に関する保護者アンケート結果 
　Ⅰ本校の教育 

・本校の取組に対して，肯定的に答えた保護者の割合は，２つの項目を除いて残りの項目は８０％を超えており，学校運
営については昨年同様高い評価結果となっている。 

・評価が高かった項目は，「教育環境」「行事の内容」「相談対応」であった。特に，「児童理解」については教育の中心
に据え，重点的に取り組んできた。学校だけの取組ではなく，保護者とともに子どもたちの成長を支えられるよう情報
交換を密にし，協働で取り組む必要があると考える。 

・「教育方針」「様子や内容の周知」については，肯定的に答えた保護者の割合が８０％に達しなかった。機会あるごと
に情報発信し，学校について理解を深めてもらい，家庭や地域と共同歩調で子どもの成長を支えられるよう改善を図り
たい。      

・子どもたちにとって，授業がわかることが学校が楽しいと思えることにつながる。一人一人に応じた，きめ細かな指導
 を進め，子ども自身が学習に対する達成感を感じることで，自主的・積極的な学習になるよう取組を継続したい。

　　・あいさつをはじめとした「生活指導」は，日々の常時指導とその場面や機会での指導が必要であり，家庭や地域との連
　　　携も欠かせない。引き続き，保護者との連携を深め，子どもたちの様子について具体的に情報交換をしていくことで指

 　　　導の改善を図りたい。
 
　Ⅱ子どもの様子 

　　・お子さまの様子について，「あいさつや言葉遣い」「学習意欲」の肯定的な割合が低く十分とは言い難い。これまでも，
　　　重点として取り組んできた「あいさつ・言葉遣い」ではあるが，今後も継続していくこと重要である。保護者も，元気
　　　よく，マナーを守る子どもを重視していると考える。そのためにも地域に広げる仕組みづくりを工夫したい。来年度も
　　　学校運営の柱として重要な項目と考え取り組んでいきたい。また，「学習意欲」についてはまず，授業でしっかりと学
　　　び，新しい知識や技能を習得し，家庭で自主的に宿題や自主学習をすることで，家庭学習の習慣化につなげていきたい。 
　  ・「体力づくり」「思いやり」の項目で肯定的に答えた保護者の割合が比較的高かった。「体力づくり」について，本校で
　　　は休み時間などに外遊びをする児童がたいへん多く，今後も継続して，体力づくりや適切な健康管理を進めてくことが
　　　重要である。更に，４年生以上の放課後の体力作りへの参加も積極的に呼びかけていく。また，「思いやり」の項目で
　　　は，これからも一人一人の自己肯定感を高め，物事に対して素直に受け止める心や困っている人に優しく接する気持ち

 　　　などを育んでいきたい。
 
　Ⅲ保護者の様子 

　・今年度は，運動会等ほんどの学校行事やＰＴＡ活動が実施できた。ただ，参加したくても時間的に難しいことや役員の運
 　　営負担も気になるところであり，今後の在り方や運営上の工夫についても検討していきたい。

　・「子どもとの関わり」では，家庭教育の重要性を認識し，地道に取り組んでいる様子がうかがわれ，学校での様子や興味
　　のあることについて，家庭で会話することが，子どもたちの気持ちの安心・安定となり，好ましい生活習慣の定着にもつ

 　　ながると考える。
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家庭で、お子様にあいさつなどの習慣を身につけさせている。

学校行事やＰＴＡ活動などに、参加するようにしている。

家庭で、お子様とできるだけたくさん会話をしている。

保護者自身について

A よくあてはまる B ややあてはまる C あまりあてはまらない D ほとんどあてはまらない E わからない

18.6 

20.3 

50.2 

37.6 

56.8 

45.9 

41.1 

51.8 

20.0 

27.6 

7.1 

8.3 

3.2 

5.1 

1.1 

0.9 

1.4 

1.2 

0.5 

1.4 

お子様は、あいさつや正しい言葉遣いをしている。

お子様は、学習に意欲的に取り組んでいる。

お子様は、健康管理や体力づくりができている。

お子様は、やさしく思いやりのある態度がみられる。

お子様の様子について

A よくあてはまる B ややあてはまる C あまりあてはまらない D ほとんどあてはまらない E わからない
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学校は、教育方針をわかりやすく保護

者や地域に伝えている。

学校は、保護者や地域の願いにこた

え、連携して教育活動を行おうとして…

学校は、教育環境の整備に努めようとし

ている。

学校が、保護者に出す文書・連絡はよく

分かり、適切である。

学校は、運動会や遠足など行事の内容

が適切である。

学校は、学級（学校）の様子や学習内容

など、よく知らせようとしている。

本校の教職員は、保護者からの連絡や

相談に、迅速かつ適切に応じている。

本校の教職員は、子どものことを理解す

るよう努めている。

本校の教員は、子どもが楽しく学べるた

めに、「わかる」授業に努めている。

本校の教職員は、あいさつなど生活指

導に努めている。

本校の教育について
A よくあてはまる B ややあてはまる C あまりあてはまらない D ほとんどあてはまらない E わからない



- 3 -

アンケート結果のまとめ 
 
　本年度は，人権教育研究大会の会場校としてたくさんの方に津田小学校の子どもたちの姿を見てもらいました。その結果，
子どもたちの自己肯定感や自己有用感が高まってきました。また，新型コロナウイルス感染症が５類となり，ほとんどの学校
行事やＰＴＡ活動を実施することができ，保護者及び地域の方たちに数多く参加していただきました。しかし，早く行事の予
定を知らせてほしい等の要望もあり，今後は，学校便りや学年便り，マチコミメール等を通して，早く確実にお知らせできる
ように取り組んで参ります。また，子どもたちにとって，学校は大切な学びの場です。これからも，全ての子どもが進んで授
業に参加し，一人一人が「わかった」「できた」「楽しい」「一緒に学習できてよかった」と実感できるような授業づくりを進

 めていくことが重要であると考えています。
　児童アンケートでは，肯定的評価の高い結果となりましたが，「意見の発表」の項目は，まだ課題として挙がっています。
前年度よりは，高い割合となっていますが，タブレット等も活用しながら表現活動を充実させ，コミュニケーション力の育成
に努めたいと考えています。また，「忘れ物」についても課題が残ります。忘れ物があると，授業に参加しにくくなり，学習
意欲の低下にもつながります。子ども自身が忘れ物をしないという気持ちをもつための手立てが必要で，家庭とも連携しなが

 ら，継続して取り組んでいきたいと考えます。
　保護者アンケートでもかなり肯定的評価が高い傾向が見られました。しかし，「様子や内容を知らせる」の項目は課題です。 

 機会あるごとに情報発信することで学校教育についての理解を深めていただこうと思います。
　今年度の評価結果を受け止めて，子どもたちが安心して学校生活を送り，楽しく元気いっぱいの活動ができるよう，学校教

 育活動の充実を図る取組を行っていきますので，引き続き，本校教育へのご支援，ご協力をよろしくお願いします。
 


